
令和５年度 第２回湖南市文化財保護審議会 

 

日時 令和５年 12 月 12 日（火）17：30～19：00 

場所 湖南市協同福祉施設 サンライフ甲西 

出席者 【委員】８名 

【事務局】東峰部長、青木次長、野崎課長、堤課長補佐、守武主事 

土木建設課 職員２名 

議題 ●報告事項：由良谷川隧道の撤去について 

●協議事項：湖南市指定文化財の新規指定について 

●その他 

傍聴者数 0 

担当部署 

（事務局） 

湖南市環境経済部 商工観光労政課 

ＴＥＬ：0748-71-2331 

 

 

●開会のあいさつ  

 

●報告事項 由良谷川隧道の撤去について  

（事務局） 

由良谷川隧道について、地元要望もあり撤去する方針で動いていた。しかしこの隧道は土木学会にも価値

を認められるもので、慎重な対応が必要。土木建設課より審議会の意見を聞きたいと申し出があったのでこ

の場をお借りする。 

 

（土） 

由良谷川隧道の概要と、撤去に係る経緯について説明。 

 

沿革 

湖南市には天井川（川床が周囲の平地より高い河川）が３つ存在し、昔は交通の難所として知られた。交

通の便を図るため、明治時代に隧道を築造。家棟川は撤去済だが大沙川と由良谷川の隧道は現存し、由良谷

川隧道は土木学会によりＡランク（国指定重要文化財相当）の評価を受けている。 

 

撤去について 

交通量が多く通学児童にとって危険。また道が狭く車両の離合が困難で、緊急車両も通れない。令和４年

に滋賀県甲賀土木事務所より、「県としては技術的な指導をするが、隧道については道路施設であるため市道

管理者が撤去すべき」との見解をいただいた。 

  



（委員） 

・交通の面で危険というが、国道 1 号線ができて旧東海道の交通量は大幅に減っている。狭いトンネルでは

車がスピードを落とすので、隧道が原因で起きた事故というのも聞かない。 

・地元小中学校の総合学習の題材にもなっている。近代遺産としての評価も高く、文化財として貴重。安全

面の問題というなら交通規制や迂回といった対策がある。一度壊したら二度と元には戻らず、安易な撤去

は容認できない。 

・保存すべきとの意見が過去に出たことがあったが反映されていない。撤去することが既に決まっているか

のようで、話の進め方に違和感を覚える。 

・県からの意見について、市が撤去すべきと明言されたのか。「撤去するかどうかも含めて市が判断するよう

に」という意味のように思われる。 

 

（事務局） 

撤去する流れで進んではきたが、本決定ではない。ここでいただいた意見を反映して方向性を考えたい。

また、例えば折衷案として隧道を別の場所に移設するというのは。 

 

（委員） 

天井川の通行に難儀していたのを隧道を造って解消した、という歴史を物語っており、今のあの場所に存

在することに意味がある。余程の事情でなければ移設も望ましいとはいえない。文化遺産を生かしたまちづ

くりを進めるという国の方針にも逆行している。 

どうしても撤去が必要な状況とも思えない。一度破壊したものは戻らない以上、保存を最優先に慎重に考

えていただきたい。 

 

（土木建設課 退席） 

 

 

●協議事項 指定文化財の新規指定候補について 

 

意思形成途中の情報につき非公開 

 

 

●報告事項 文化財保存活用地域計画について 

 

（事務局） 

令和 6 年度から 8 年度の 3 年計画で応募中。採択の決定は 4 月 1 日付、採択された場合は 4 月に補助金を

申請して 6 月に交付決定、という流れ。隧道も含めて、その計画の中で色々と進めていきたい。策定協議会の

組織も行うが、審議会に都度諮るという形で考え中。 

 

 



（委員） 

策定協議会とは、当審議会とは別個のものか。第 1 回の協議会はいつ頃をお考えか。 

 

（事務局） 

審議会とは別、計画作成のための協議会。8 月か 9 月ごろになるかと思う。 

 

 

●その他 本日の協議事項について再確認 

 

（委員） 

・できれば６月ごろに指定候補を挙げて、10～11 月に調査、審議を経て、年度末に答申というスケジュール

で考えていただきたい。 

・大沙川隧道の方は、図面や設計図書は残っているか。セットで残っていることも評価点になる。 

・由良谷川隧道について、土木学会の「国の重要文化財相当」という評価が、どのような調査に基づいて書か

れたのか。こちらで評価する上でも参考になるので調べておいてほしい。 

 

（事務局） 

大沙川隧道の方は今も河川が使われており、このまま残せると思う。ただ、由良谷川隧道は地元から撤去要

望が出ており、急に保存の方向に梶を切ると混乱を招かないか。土木遺産として重要であり残したい旨を地元

に説明する必要があるのではと思う。 

 

（委員） 

今まで撤去で進んでいた以上、説明はした方が良い。保存していくには地元の納得も必要。文化財として大

事かどうかをご理解いただけるかどうかが重要で、地元説明してはじめて知っていただけるかもしれない。 

また、地元の撤去要望は 30 年ほど前であり、今は意見が変わってきていないか。 

 

（事務局） 

交通状況も変わってきており、せっかくの文化財は残すべきと納得いただけるかもしれない。要望がいつあ

ったか押さえ直して話を進めていきたい。 

 

 

 

～審議会終了～ 


